添付資料1：製品説明

①AP赤道儀

初心者からハイアマチュアまでが楽しめる、軽量、簡単操作のエントリー赤道儀。

赤経、赤緯の両軸が手動操作の「APマウント」、赤経軸が電動で天体自動追尾が可能となる「AP-SMマウント」の2機種を発売します。
・鏡筒部分を自由自在に動かして目的の天体に向けることが可能な、フリーストップ式を採用。これにより、天体を追うための独特な動きをする赤道儀ながら、抜群の操作性を実現しました。

・別売パーツ「ポーラメーター」を装着すれば簡単に極軸が合わせられます。初めて赤道儀を使う方でも気軽に本格的な天体観測が可能です。

「APマウント」：フリーストップで天体をとらえた後は、微動ツマミ（赤経）を回して天体追尾が可能です。

「AP-SMマウント」：モーターを内蔵しているため、フリーストップで天体をとらえた後は、モーター駆動により自動で天体を追尾します。

「APマウント」を構成するパーツ
· 手動モジュール×２

· AP極軸体ユニット※
· APクランプ筒受ユニット

· AP赤緯体セット
※APクランプは含まれません。
「AP-SMマウント」を構成するパーツ

· 赤経モーターモジュール（STAR BOOK ONEコントローラー）

· 手動モジュール

· AP極軸体ユニット※
· APクランプ筒受ユニット

· AP赤緯体セット

※APクランプは含まれません。
②暗視野照明付極軸望遠鏡

「極軸望遠鏡PF-L」は、手軽な操作で赤道儀を高精度設置できるアイテムです。
・北半球で使う場合は、北極星と近隣の星2つ（合計3つ）を所定の位置に導入することで手軽に3分角以内の精度で極軸を合わせられます。（南半球の場合、八分儀座にある3つの星で合わせます）

・従来の弊社製極軸望遠鏡のような赤道儀外側に設けた時角のメモリがないため、極軸望遠鏡をのぞいたまま調整ができますので、暗所での利便性が向上しました。

・ボタンのワンプッシュで点灯する暗視野照明（赤色LED）を内蔵。視野全体が明るくなる従来の明視野照明とは異なり、スケールが赤く光るため、暗い星が背景に埋もれて見えなくなることがありません。また、明るさは8段可変式ですので、好みの明るさで使用できます。約１～2分で自動消灯（徐々に減光）するため、使用後の消し忘れを防止します。

③AP用三脚

「APP-TL130三脚」は、高い剛性ながら軽量＆コンパクト収納を目指し開発された、天体望遠鏡用三脚とカメラ三脚の利点のそれぞれを活かした、新設計の三脚です。

・使用時は一般的な天体望遠鏡用三脚とほぼ同等の高さ130cmありながら、収納時は約60cmとたいへんコンパクトになる三段伸縮式設計です。
・天体望遠鏡用三脚として強度を確保しつつ、カメラ三脚のようなポータブル性、収納性を両立しました。

・三脚石突にはカメラ三脚で採用されている可変石突を装備。ゴム石突、スパイクを選べますので、設置環境に合わせて使用することができます。
・APシリーズマウントの他、GP2赤道儀、ポルタII経緯台も搭載できます。
④赤経モーターモジュール

“AP”システムの中心となるのが、この赤経モーターモジュールとSTAR BOOK ONEコントローラーのセット「赤経モーターモジュールSBOセット」です。

・赤経モーターモジュールは電動でのみ動作します。ベアリングを内蔵しており、安定した動作が得られます。

・USB端子(USB Micro-B)を装備しており、USB出力付外部電源（モバイルバッテリー等）を使用できます。(0.5A以上供給可能なDCP準拠のUSB出力付外部電源)

AP赤緯体ユニット併用時は単三電池4本（アルカリ乾電池、Ni-MH電池、Ni-Cd電池）でも作動します。※電源（外部電源、乾電池）は市販品をご使用ください。ビクセンでは用意しておりませんのでご注意ください。
・多彩なモードで天体追尾を可能にする、コントローラーSTAR BOOK ONEが標準付属します。STAR BOOK ONEの機能については、⑮を参照ください。
⑤APクランプ筒受ユニット
「APクランプ筒受ユニット」は、ビクセン規格の「アタッチメントプレート」または「スライドバー」を装備した鏡筒を取付けられるパーツです。「手動モジュール」または「赤緯モーターモジュール」に取付けて使用します。

・アリミゾ方式のため、着脱が簡単かつ確実に固定できます。

・初期状態ではフリーストップ方式となっていますが、「APクランプ（別売）」を併用することでクランプ（固定）することもできます。

・ベアリングを装備しているため、安定かつ滑らかに動作します。

⑥赤緯モーターモジュール
AP赤道儀の赤緯軸を電動とするのが「赤緯モーターモジュール」です。「赤経モーターモジュール」と似ていますが、コネクター端子がない点が異なります。「AP-SMマウント」の手動モジュールと入れ替えることで、STAR BOOK ONEコントローラーが二軸仕様コントローラーとなり、本格的な天体観測や写真撮影などに対応します。
・赤緯モーターモジュールは電動でのみ動作します。ベアリングを内蔵しており、安定した動作が得られます。

・電源は内蔵していません。「AP赤緯体ユニット」経由で電力が供給されます。

⑦AP赤緯体セット
「AP赤緯体セット」は、「AP赤緯体ユニット」と「APウェイト軸」がセットとなったパーツです。

・「AP赤緯体ユニット」は電池ボックスを内蔵しており、「赤経モーターモジュール」および「赤緯モーターモジュール」を使用する際の電源ユニットとして機能します。

・「APウェイト軸」はGP2/GPD2赤道儀用と共通です。ただし飾り環は異なるデザインです。
⑧AP極軸体ユニット

「AP極軸体ユニット」は、AP赤道儀が天体追尾方向に回転する際のベースとなるパーツです。

・「クランプ（APクランプ）」を装備しており、ゆるめることで粗動に対応します。
・ベアリングを内蔵しているため、安定かつ滑らかに動作します。

・高度、方位微動ツマミを装備、極軸合わせ時に細かな調整ができます。

・「極軸望遠鏡PF-L（別売）」を併用することで高精度な極軸合わせにも対応できます。

・アクセサリーシューを装備。「ポーラメーター（別売）」を取付けることで、北極星が見えない観測地でも素早く極軸を合わせられます（簡易設置）。

⑨手動モジュール
「手動モジュール」は、赤経赤緯の駆動部それぞれに取付け可能で、手動で可動させるためのパーツです。「APマウント」の赤経および赤緯、「AP-SMマウント」の赤緯には標準装備しています。

・「AP微動ツマミ（別売）」を装着することで、赤経または赤緯方向に手動微動で動作をさせることができます。

※「APマウント」および「AP-SMマウント」の場合、「AP微動ツマミ」は標準装備です。
・ベアリングを内蔵していますので、安定かつ滑らかに動作します。

⑩PG筒受セット
PGとはPhotoGuiderの略、「PG筒受セット」は「APフォトガイダー」に搭載のパーツです。「AP筒受ユニット」、「プレートホルダーベース」、「スライド雲台プレート」の３つがセットになっています。

・「AP-SMマウント」に併用すると、星野赤道儀として使用できるようになります。
※「APクランプ（別売）」と「極軸望遠鏡PF-L（別売）」も必要です。

・「AP筒受ユニット」は鏡筒を取付けるためのパーツですが、フォトガイダー用として特化しており可動部はありません。極軸望遠鏡用の対物穴を装備しています。

・「プレートホルダーベース」は筒受などを取付けるためのアダプターです。

・「スライド雲台プレート」は、筒受に取付けるスライドバー（アタッチメントレール）です。カメラなどを取付けるためのネジ（1/4インチ）を4箇所装備しています。「ガイドパック用ウェイト軸」も取付けできます。極軸望遠鏡用の対物穴を設けており、取付けたままで極軸望遠鏡をのぞける設計です。
⑪APクランプ

AP赤道儀の特徴の一つはフリーストップですが、硬さ調整ネジをこの「APクランプ」に交換することで、クランプとして使用（固定すること、またゆるめることも可能）ができます（赤経赤緯共通）。

※「APフォトガイダー」および「AP極軸体ユニット」には標準装備しています。

⑫AP微動ツマミ

「AP微動ツマミ」は、「手動モジュール」と併用し、微動（赤道儀などをわずかに動かす）するためのパーツとして使用します。

※「APマウント」の赤経赤緯、「AP-SMマウント」の赤緯微動として標準付属しています。

※GP微動ツマミと互換性があるため、GP2、GPD2赤道儀にも使用できます。

⑬APフォトガイダー
「APフォトガイダー」は、カメラを搭載して星野写真を撮影するためのツールです。

STAR BOOK ONEコントローラーによる高精度追尾により、お手持ちのカメラで手軽に撮影をお楽しみいただけます。

・「スライド雲台プレート」にカメラ雲台（市販品）を取付け、撮影カメラ一式を取付けて撮影します。軽量なカメラであればそのままで撮影できます。重量のあるカメラを搭載する場合はガイドパック用ウェイト軸（別売）およびバランスウェイトWT 1kg（別売）を取付けることで、より安定した状態で撮影が可能です。

・極軸望遠鏡を標準装備。3分角以内の精度で極軸を合わせることができます。スケールは自動消灯式暗視野照明。暗所でもスケールと星の視認性に優れます。自動消灯機能により、使用後の消し忘れにも配慮しました。
・アクセサリーシューを装備。「ポーラメーター（別売）」を取付けできます。北極星が見えない環境でも素早く極軸を合わせることができます。簡易設置となりますが、広角レンズで撮影するのであれば十分な精度が得られます。
・USB端子(USB Micro-B)を装備しており、USB出力付外部電源（モバイルバッテリー等）を使用できます。(0.5A以上供給可能なDCP準拠のUSB出力付外部電源)

※電源（外部電源、乾電池）は市販品をご使用ください。ビクセンでは用意しておりませんのでご注意ください。

「APフォトガイダー」を構成するパーツ

· AP極軸体ユニット

· 赤経モーターモジュールSBOセット

· PG筒受セット

· 極軸望遠鏡PF-L

⑭STAR BOOK ONEコントローラー
「STAR BOOK ONEコントローラー」は、多様な形態で天体観望が可能な“AP”システムをコントロールします。

・主要機能をXY方向動作（赤経・赤緯）に絞ることで片手での操作を可能にした、軽量、スマート、コンパクトなコントローラーです。手袋をしての操作も考慮したボタン配置を採用、優れた操作性を実現しています。

・8文字×2行 STNキャラクター型液晶搭載 、暗い観測現場でも目に刺激の少ないLEDバックライトを採用しています。 お使いの状況に合わせて、ライトの明るさ、画面のコントラストが調整可能です。

・日本語、英語の二ヶ国語で表示できます。

・赤色ハンドランプ搭載、手元を確認するための光量可変LEDライトをコントローラー背面に搭載しています。ライトは赤色光なので、暗い観測現場でも目への刺激を軽減します。

・通常の恒星時追尾や月追尾など、多彩な追尾モード機能で、観測対象に応じた使い分けが可能です。さらに、恒星時＋α（0.1～10倍速まで可変設定可）もあるため、タイムラプス撮影に応用することが可能です。

※搭載追尾モード： 

恒星時追尾、キングスレート（恒星時追尾に大気差を考慮した速度：平均速度）、月追尾、太陽時追尾、恒星時＋α（恒星時×0.1～10倍速まで連続設定可）、地上モード、追尾方向逆転機能 

北半球（N）、南半球（S）の両モードに対応します。

・鏡筒の向きを変えるために方向キー（赤経方向及び赤緯方向に対応したボタン）を押した際の駆動速度を、大きく4段階で設定ができます。さらに、細かな設定をしたい場合は、細分設定（連続設定／0.5～60倍速）も可能です。
・赤道儀を操作する際に、瞬間的にギアが離れて動作が止まるバックラッシュ現象を軽減する機能です。より滑らかな操作を実現します。

・SBIG社製オートガイダーに準拠したオートガイダー端子を標準装備しています。

・赤道儀の追尾速度ムラとなるピリオディックモーションを軽減するPEC機能を搭載。追尾ムラを抑えた、高精度追尾が可能です。
※STAR BOOK ONEコントローラーはパソコンへの接続はできません。
⑮A80Mfセット 
「APマウント」、「AP-SMマウント」に、レンズ口径80mmの屈折式鏡筒「A80Mf」を搭載したセットモデルです。エントリー設計のAP赤道儀の中で、もっともコストパフォーマンスに優れるセットです。 
⑯A80Mセット 
「APマウント」、「AP-SMマウント」に、屈折式鏡筒「A80M」を搭載したセットモデルです。A80Mf鏡筒は、２つの接眼レンズが装着できるフリップミラーを装備。異なる倍率での天体観察が容易に可能です。
⑰ED80Sfセット 
「APマウント」、「AP-SMマウント」に、レンズ口径80mm高性能SDガラスレンズ採用の屈折式鏡筒「ED80Sf」を搭載したセットモデルです。鏡筒専用キャリングケースも付属するので、移動時もたいへん便利です。 
⑱ED81SIIセット 
「APマウント」、「AP-SMマウント」に、高性能SDガラスレンズ採用の屈折式鏡筒「ED81SII」を搭載したセットモデルです。口径81mmのSDガラスレンズにより、明　　るく鮮明な像で天体をとらえます。天体撮影をお考えの方におすすめします。 
⑲「APマウント」、「AP-SMマウント」に、反射式鏡筒「R130Sf」を搭載したセットモデルです。集光力に優れる大口径鏡筒が、星雲や星団など淡く輝く天体の観望に威力を発揮します。
